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A. 研究目的 

喫煙により生じる煙には、多くの有害化学物

質が含まれている[1]。従来の「紙巻きタバコ」

に加え、近年発売され広まってきた「加熱式た

ばこ」は、加工されたたばこ葉を加熱すること

によって得られる煙（エアロゾル）を吸引する

たばこ製品である。燃焼させないことから、紙

巻たばこに比較して臭いや有害化学物質の発

生は少ないとされており、日本でも若年者を中

心とした喫煙が認められる。しかし、実際に日

本人喫煙者が加熱式たばこによりどの程度有

害化学物質に曝露されているのかの研究はあ

まりなされていないのが現状である。 

これまで分担研究者は、健康診断受検者を対

象に、健康管理指標となるような物質やデータ

についての探索を行ってきた。 

本研究では、健康診断受検者を対象に、紙巻

たばこと加熱式たばこを区別して、その有害化

学物質への曝露の程度について検討を行うも

のである。 

 

B. 研究方法 

（1）対象者 

本研究の対象者は、職域の健康診断受検者で

ある日本人集団である。すでに所属組織におけ

る倫理申請は承認済みである。 

 

（2）尿検体の収集および尿中代謝物の分析 

対象者から尿検体を収取する体制はすでに

確立済みである。 

また、尿中に含まれる揮発性有機化合物代謝

物（Volatile Organic Compounds: VOC 代謝物）を

含む尿中代謝物を中心に、曝露・炎症・影響マー

カーを分析する予定であり、主な対象となる
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VOC 代謝物は、図 1に示した通りである。これ

らはいずれも小規模な集団におけるマーカー

としての検討はなされているものの、中規模以

上の集団では検討はなされていない。 

 

（3）臨床情報の収集 

臨床情報データ収集項目の検討のために、当

該職域の職員に最適化できるよう喫煙関連情

報を含めた臨床情報データを試験的に収集中

である（表）。この検討を基に、紙巻たばこおよ

び加熱式たばこの喫煙状況について、対象者か

ら適切な臨床情報を収集し、健康診断の結果と

の関連解析を行う。 

 

C. 研究結果及び考察 

職域の健康診断時における喫煙者の集団か

らの尿検体の供与体制について、また臨床情報

について、検討および調整を行った。 

これとは別に、尿試料に含まれるマーカー物

質の一日排泄量の推定に関する成果を現在取

りまとめ中であり、本年度、あるいは次年度中

における論文報告ができるよう調整中である。

この推定方法が確立できれば、多数の尿検体に

おける疫学研究の一助となることが期待でき

るほか、今回分析を予定している各種マーカー

物質についても適用できると考えられる。 

 

D. 結論 

本研究は、紙巻たばこおよび加熱式たばこを

区別して、尿中代謝物及び健康診断などの臨床

情報を持つ日本人集団での解析を予定してい

る。本研究により、紙巻たばこおよび加熱式た

ばこを区別した、より適切な喫煙のバイオマー

カーが明らかになるとともに、その健康への影

響についての検討が進むことが期待できる。 
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F. 研究発表 

なし 

 

G．知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 本研究における分析対象である揮発性有機化合物代謝物等 



表 健康診断受検者を対象に収集している臨床情報 

 

Ｑ．１ 紙巻きタバコを吸っていますか？ 

Ｑ．２ 紙巻きタバコの現在（もしくは禁煙前）の１日の平均使用量はどのくらいですか？ 

Ｑ．３ 紙巻きタバコのこれまでの延べ使用期間（中断期間を除く）はどのくらいですか？ 

Ｑ．４ 加熱式タバコ（アイコス、プルーム・テック、グローなど）を吸っていますか？ 

Ｑ．５ 加熱式タバコの現在（もしくは禁煙前）の１日の平均使用量はどのくらいですか？ 

Ｑ．６ 加熱式タバコのこれまでの延べ使用期間（中断期間を除く）はどのくらいですか？ 

Ｑ．７ 紙巻きタバコを禁煙することにどれくらい関心がありますか？ 

Ｑ．８ 加熱式タバコを禁煙することにどれくらい関心がありますか？ 

 

 


